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鬼怒川および那珂川の流域にはさまれて八溝山系西部を南流する小貝川は，五行川とと

もに古来からその流域の歴史的環境をはぐくみ，多くの遺産を今日に伝えております。

近年，当地域において，県道真岡・西小塙線が建設されるとととなりましたが，芳賀郡

益子町にかかる工事実施区間に遺跡の所在が確認されましたので，その処置について県土

木部と協議を重ねた結果，昭和50年度に発掘調査を実施したところであります。

今回の発掘調査で得られた資料は不十分なものでありますが，各位におかれて御活用い

ただければ幸いであります。

最後に，発掘調査に際し終始御協力いただいた県土木部i>よび益子町教育委員会の各位

に深く感謝いたします。

昭和53年 3 月

栃木県教育委員会教育長

渡辺幹雄
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1 本書は，県道真岡・西小塙線の建設にともな

う「長堤遺跡」の発掘調査報告書である。

2 出土品の整理および遺物実測図作成は石川均

があたり，遺物実測図作成は柳川宏があたっ

た。それぞれ橋本順子，菅千代子両氏の協力を

えた。遺物写真撮影は，尾島忠信ーがあたった。

3 本書の執筆は，土器表と B区遺構を石川が，

その他は柳川があたった。編集は柳川が行なっ

た。
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第 1 章発掘調査の概要

[ 1 J 発掘調査に至る経過

県道真岡・西小塙線の益子町大字長堤〈旧田野地区〉小字胡畑において，昭和50年度工

事施行中，遺構が発見された。 6 月 4 日主主子町教育委員会より県教育委員会に連絡があり

翌日，芳賀土木事務所職員と現地視察を行なった結果，巾20m ， 長さ 200 mにわたる工事

区域の全面に遺構が露出していた。

現地で協議の結果，とりあえず工事を中 I卜宇することとし，数回に及ぶ緊急協議が県教委

と県土木部で、なされた結果 6 月 20 日より発掘調査を実施するととで意見の一致をみた。

調査に要する費用は，県土木部に.tz;いて予算措置がなされた。発掘調査は梅雨期であった

ためと，十数年ぶりの異常気象により，調査区域が 3 度にわたって冠水したため，予定の

期日に終了することができず， 8 日間の延長となった。

[2J 発掘調査日誌抄

6 月 20 日 昨日までに全ての発掘調査準備終了。

6 月 21 日 表面の残土片付け。

6 月 22 日 昨日に引き続き表土剥ぎ。

6 月 23 日 'A区表土剥ぎ終了。 B区にかかる。

6 月 24 日 B区表土剥ぎ及び残土片付け。

6 月 25 日 A.B両区表土剥ぎ及び残土片付終了。

6 月 26 日 A区 1 号住居跡検出。実測に入る。 2 号住居跡発掘。

6 月 27 日 2 号住居跡実測 3 号住居跡掘り下げを始める。

6 月 28 日 雨のため作業中止。

6 月 29 日 A区 4 号~A区 6 号住居跡掘り下げ開始。

6 月 30 日 A区 1~3 号住居跡遺物とり上げと写真撮影。

7 月 l 日 雨のため作業中止。

7 月 2 日 昨日にひきつづき雨天中 11二 o

7 月 3 日 A区 7~10号住居跡掘り下げ。 A区 4~6 号住居跡実測。

7 且 4 日 A区 7~10号住居跡掘り上げる。実測後写真撮影。

7 月 5 日 A区 11~14号住居跡掘り下げ。写真撮影，実測。
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7 月 6 日 雨天のため中止。

7 月 7 目 前日の雨のため遺跡が水びたしとなり，水のかい出しに 1 日が終る。

7 月 8 日 B区 1~4 号住居跡掘り下げ開始，雨後のためはかどらない。

7 月 9 日 B区 1~4 号住居跡写真撮影後実測。

7 月 10 日 雨天のため作業中Jf:，梅雨期のため，発掘期間の延長を図る。

7 月 11 目 雨天，遺物の整理にあたる。

7 月 12 日 B区 5~7 号住居跡の掘り下げ。

7 月 13 日 B区 8~12号住居跡の掘り下げと， B区 5 号~7 号住居跡の調査終了。

7 月 14 日 雨天のため作業できず，宿舎で遺物整理。

7 月 15 日 B区 8 号~12号住居跡の掘り上る。遺物の写真撮影と実測。

7 月 16 日 雨天のため作業中!と。大桝塚古墳の見学に行く。

7 月 17 日 B区 8 号~12号住居跡の実測，写真撮影。

7 月 18 日 発掘調査終了。



主主岡市 益子町

180 根本柳久保古墳伴 203 本沼遺跡 縄文 集落跡

183 大塚古墳 2789 長峰ク g~、11三 タ

185 丘山古墳群 2790 速峰ク 縄文 ク

186 出流古墳群 2802 狐塚古墳群

194 磯山遺跡 旧石器 2803 八幡山古墳群

2159 根本柳久保 縄文・弥生集落跡

2160 根本遺跡 弥生・奈良 ク

2165 能仁寺下遺跡奈良 タ

2170 青谷遺跡 ク ク

2175 道但土遣問; タ イシ

2176 中里古竣

第 1 図 長堤遺跡の周辺遺跡分布図
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第 2章遺跡の環境

[ 1 J 地理的環境

県道西小塙・真岡線が狭小であるので新道が計画され，その建設工事中に一部破壊の状

態で発見されたため，昭和50年 6 月から 7 月にかけて県教育委員会により緊急発掘調査が

行われた。遺跡地は益子町の西南隅に位置し，行灯峰裾から北西にのびる舌状の低台地

で，沖積面からの比高は約 3 m ， 北側に水田がひろがっている。南北を鏡川，神崎川に挟

まれ，両川は遺跡地の西約 500 mの小貝川に合流する。小貝)1[の対岸に根本山があり 3 中

腹の比高20mの地点に柳久保弥生遺跡がある。

発掘調査区域は幅15m ， 長さ 200 mのクロソイド曲線で低台地を東西に横断している。

しかし両側が側溝工事でV字状に掘削されてしまったため，発掘の対象となったのは幅 4

mで，乙の部分も表土層は削土されていた。遺跡は弥生時代から奈良時代にわたる集落跡

である。住居跡は側溝の断面に確認されたものを含めて50軒以上，土壌は同じく 30基以上

である。乙のうち弥生時代の遺構として住居跡三軒，土墳 1 ;基を確認した。弥生時代の低

地性集落跡として本遺跡が栃木県最初の発掘例である。
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第 3章遺構と遺物

C 1 ] 弥生時代の遺構と遺物

A区 1 号住居跡(第 3 図〉

本遺跡の西端に位置する。北にのびる徴高地西縁辺にあり，小貝川沖積面からの比高は

2.1 mo A区 2 号住居跡に北側を， A区 3 号住居跡に東側を切られている。上部は工事に

より削平されており，遺存度は悪い。壁はローム層を掘削して作られ，壁高は西壁の一部

と西南隅で 8 cm を残すほかは ， 2~4cmである。東西軸長は推定 4.6 m ， 南壁はわずかに

胴張りがみられる。床面はローム面を踏かためて堅綾であるが，西壁付近では脆弱であ

る。 2 個の柱穴を検出した。西南隅に近い柱穴は口径35cmの不整円形で，床面からの深さ

は54cmである。他の l 個は口径63cmのいちじるしい長円形で，下半は 2 穴に分れる。西側

の穴を主柱穴とする副柱式と推定される。

σ 

。

一一一一六

リー
一寸

第 3 図 A区 1 一号住居跡実測図
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A区 l 号住居跡出土遺物(第 4 図〉

遺物は弥生時代後期の土器片 7 片である。覆土が 2~4 Cl1l， 一部で 10 Clll と少ないため，

遺物の検出面は床( 1 ~3) または住居廃絶後まもない混入品と推定される床直上 C4~

6) である。

、

、

‘ 、

4
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第 4 図 A区 1 号住居跡出土遺物実測図

U
J
 2 

ご
6 

5 。
』

l101m  



? 

二と

2 A 区 13号住居跡(第 5 図・第 6 図〉

ρ 

々 !下り

北西隅から北壁中央にかけてA区 14号住居跡およびA区 10号土墳に切られ，南側は側溝

工事のだめ掘削されている。壁はローム層を掘り込んで作られ，壁高 4 ~10cm ， 東西軸長

は 3.7 mてーある。東西壁とも直線的で東北隅の丸味はとぼしい。床面は炉の周辺に.:8いて

は緊徽であるが， A区 1 号住居跡にくらべ，全体に脆弱である。柱穴は I 個検出した。口

径40cmの長円形で底面は瓢箪形を呈し，東側の穴を主柱穴とする副柱式と推定される。炉

は直径78cmの楕円形で，床面を深さ 12cmの受皿状に掘りくぼめ，枕石(玄武岩の自然石〉

を設置している。火床は焼成固化されており木炭および灰を検出した。

¥ 

(2) 

A 区13号住居跡

第 5 図 A区 13号住居跡実測図
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第 6 図 A区 13号住居跡出土遺物実測図
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3 A 区 1 号土壌跡

表土層下20c却ぅローム層で検出されており，確認聞で東凶1.4m ， 南北 1. 2m ， 底面で東

西O.6m ， 南北O.5m を計り，ペコヤ東西に長い円形プランである。土:畷は鋭角的に約 1.2 cm 

ほど底而にまで掘り込まれており，底面はフラットである。遺物は覆土中より土問l器破片

少量を得たのみである。土墳の構築時期であるが，プラン，掘り方 7 覆土の状態，遺物の

出土からみて弥生時代の所産と考えられる。

。
。

。 。

己己ゴ
2m 

第 7 図 A区 1 号土横実測図
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[ 2 J 古墳時代・歴史時代の遺構と遺物

住居跡

(1) A区 2 号住居跡(第 B 図・第 9 図〕

A区 1 号住居跡;8よびA区 3 号住居跡を切って構築されている。平面形は西南部 4 分の

l を検出したのみで，遺存度は悪い。住居はローム層を掘り込んで構築され，わずかに残

る西壁および南壁は直線的で，立ちあがりは垂直に近く西南隅の丸味は少ない。壁の現在

高は商壁で 15cm ， 南壁は 9cmで、ある。床而は北側削士部分に近く踏み固めが認められる

が，全体的に脆弱である。柱穴は西南隅に近く口径35cm ， 深さ 54CJJIの楕円形のもの CP)

が検出された。西南悶に 1{'j~[t1.1 m ， 東問 1.5mの不整方形の土墳が検出されたが，掘り込

みは粗雑で底面に平坦部はみられない。充填ゴての層序は本住居に付設されたものであるこ

とを示すが，貯蔵穴とはみなしがたく，性格不明である。

A区 2 号住居跡出土遺物

覆土が 15 C7!1~ 7 cm しかないため，出土遺物はすべて覆土最下層に合まれる。 1 は北壁下

(第 9 図NO.1 )床直上から検出された。 3 は床上 6 cm浮いた状態で、出土した。 2 は本住居

跡が削平された際の取りこぼしの土の IC[-' から得たものである。その他の遺物はすべて土師

器の細片でフ実測に価するものはなかった。

〉く

。 2m 

第 8 図 A区 2 号住居跡実測図
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2 A区 3 号住居跡

建:~辛苦す o 
ヒェエココ

10cm 

A区 2 号住居跡

第 9 図 A区 2 号住居跡・ A区 3 号住居跡出土遺物実測図

(2) A区 3 号住居跡(第10図・第 9 図〉

A区 l 号住居跡を切り A区 2 号住居跡に切られている。削土により北半を失う。住居は

口一ム層を掘り込んで構築され，各壁は直線的で立ち上りは需直に近く，隅の丸味は少な

い。平面形は東壁;8、よび市壊が北に向って緩ぞかに聞いて台形を呈し，南壁長は5.10mで

ある。壁の現在高は東壁で 16 C71l ， 商壁で 13cmである。壁下には深さ 4 ~ 8 cmの周溝がめぐ

り，東塁王ドj己、よび西壁下は底面の凹凸がはげしく?浅く不明瞭な窪みの連続として捉えら

れるが，市壁下では幅 15 C71l ， 深さ 8 cmのぞぞ整った直線的な u字溝となる。柱穴は Pl お

よび P 2 とも近似し ， 40 C7ll前後の口径を持ち深さ 55 C71lでトある。床面はハードローム直上に

作られ，踏み固め部はヤヤ高く各隅に向って若干低くなっている。柱聞の住居中央部はい

ちじるしく緊級で光沢を有する。

A区 3 号住居跡出土土器表

|高震計;器形!法量|器形の特徴|整形の特徴!胎 土[色調|備考
I 1 つ 1 防L底からゆるやかに立|内面は全面的にナデを

I i 1:I;f I 一一段上り蹴出してい(行っている。外面口問砂粒間購色|西壁際出
1 ~I' 1 3.6 戸が皿より付深い。 I~にもナデを施してい1む I9'tT1&.J L...:J. 

2 I 亦 15.2 宮悦農民T123i251112諸島説明陶芸色 lF際出
I 3.8 I薄い均一な器厚である l りである。 I密なゴ二 ..L 
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第10図 A区 3 号住居跡実測図

(3) A区 4 号住居跡

A区 5 号住居跡に切られ，北側を側溝工事により姻削されている。住居平面形は東南部

を残すのみで遺存度は悪い。住居はローム層を掘り込んで構築され，壁の現在高は平均18

ClIl， 東南隅を中心に崩壊が進んでいるが，各壁は直線的て'隅は直角に曲る。床面はハード

ローム削平面をそのまま踏み固めているが，わずかな窪みにローム土を埋め戻した痕跡が

認められる。 Pl の西側で一部緊徽であるほかは，全体に脆弱である。柱穴は 4 本検出し

た。 P 1 は口径30 Clllの円形で深さ 43 Cl1l ， 底面はノj、さく径10 Clll， P 2 は口径32 Cl1lの円形で探

さ 52 Cl1lである。 P 3およびP 4 は壁下に穿たれ，口径20 Clll前後の円形で深さ 16 Cl1l と近似し，

いずれも内傾気味である。東南隅部にピットが 2 個ある。隅近くのものは口径65 Cl1lの円形

で深さ 22 Cl1l ， もう一つは口径98 Cl1l ， 中央部に深さ 26 Cl1lの小ピットを持つ。柱材転用の掘り

抜き穴の崩壊が進んだものである可能性もあるが，遺存平面形からは斉合性に乏しく，性

格不明である。

A区 4 号住居跡出土遺物

本住居跡の遺存度がきわめて悪かったため20点程の土器片が得られたにすぎず，細片ば

かりで実測に値するものは 1 点もなかった。細部の特働から見ると真間期頃までの破片で

明らかにそれ以降の所産とみられるものはない。すべて廃絶後の混入品であろうが，上記

土器片の様相は，ある程度本住居跡の経営時期を知るための参考とはなろう。
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第11!辺 A区 5 号住居跡出土遺物実測図

(4) A区 5 号住居跡(第11 図・第12図〉

望書三グ

6 

ぞ主~
7 

o 10cm 
ヒc::::r::コ

A区 4 号住居跡を切り，北側と西南隅を削土されている。住居はローム層を 11aí り込んで

作られ，壁の現在高は平均20cmて、ある。東南隅jv-よび南壁の一部に崩壊が進んでいるほか

は，各壁は直線的で立ち上りは垂直に近い。周溝は南壁下のみに認められた。J/l肩20cm ， 深

さ 7cmの U字溝で，東に向って潜底が低く傾斜する。床面はハードローム層を削平して作

られ，住居中央部治、ら両にかけての踏み固め部分は，ローム土を何層かっき固めた重層的

な構築である。柱穴は 5 本検出された。 P 1 jv-よび P 2 は深さ 125~ 126cm , P 3 は深さ 73cm

で，いすごれも底径24~26cmにくらべて口径が大きく，周囲につき固め部分はみられなかっ

た。 P S は西壁に穿たれているが ， P1 ~P3 と同様に口径の周囲に崩れがみみ、られ，柱材材‘転

用の掘り抜き跡と考えら

底面は平坦でで、ある。

A区 5 号住居跡出土遺物!

本住居跡の覆土は西に向ってイ尽く削平されており，東側の一部は壁高26cm を残す。出土

遺物は覆土の中~下層の土器片が多いが， 2 i土問壁に近い床面より， 6 は南壁下周溝際よ

り出土したもので，本住居跡の遺留土器と考えられる。
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A区 5 号住居跡出土土器表

直接喜号|器形|法量|器形の特徴 l 整形の特徴|胎 土(色調備考

!斐 |187推定
椀 11.4

7.0 

匝 11614.1 

大きく「く」の字に外
反する口縁である。

丸底ずり稜かからぞぞ急に立ち上 をも反ち口縁部はわ に外する。

丸底からゆるぞかに'1L
ち上り口縁部となる。

内
を
lま
方面
口
向
底
面
1,' 

口
向
部

外共に横方向にナデ|ぞや粗い砂|

お白BRJ部主|民舎内|黒褐色|聖王より
している。
縁部は内外共に横方ドやや粗い酬 、 | 
ナデを行い?体，肢を合む Icb"ZEl'#, 

1
10L つ|赤褐色 ， 1 の内面はナデ，外一部黒色|床市出土

へラ削りを施して I--OP=DI

縁部は内外共に横方やぞ粗い砂
ナデを行い，体底粒を少々と!黒色，一|
内外共にへラ削り微砂粒を含[部濃褐色|

を一 している。 ↑む。
凶作芋かムゆ 2日中かにす!I一 一縁部は内外共に横方|微砂粒をわ1

4 げ川杯配| 目 |戸ちMを も叩(r向印酢一lに亡
| | 48 1は内反する。 部は内外共に横方向に

1 ~. u 1 へラ削りを施している

11.6 1平底からゆるぞかに立|内外共にログロの走行|ヤヤ粗い砂 1 _J_'" 101 

5 杯~ Llち上り口縁部はわずか|痕がある。 I粒と微砂粒|欄色 |警士より|
I 3.4 11::に土外反する恰を合む。 1 '山斗 | 

J l l l「一縁僻側附帆音部削耐吋日即附悶lは峨土地逆 ド川山一川J ø".F司の岬プT
字".F

高杯 If'-!;lt'Jê'I~-c:!. 't) ---"0 If面中位より下部に縦方 茶褐色 lp壁際出[に開き稜をもっ方向にナデを行い，外む。 1

-1 向のへラ ξ ガキが見ら l 
| lれる。
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第12図 A底 5 号住居跡実測図
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(5) A区 6 号住居跡(第13図〕

A区 4 号住居跡の西に近接し，西南隅を残すのみでほとんど破壊されj乏している。壁の

現在高は 12c沼，市壁は直線的で壁の立ち上りは垂直に近い。床面はハードローム直上面ま

で掘り込んだ後，暗褐色土を含むソフトローム土を埋め戻して構築されており，脆弱であ

る。出土遺物は覆土中より土師式土器の細片 2 点を得たのみで 3 経営時期は不明である。

。 。

。

にコ
。 2m 

第13図 A区 6 号住居跡実測図

(日) A区 7 号住居跡、(第 15図〉

A区 4 号住居跡およびA区 6 号住居跡の南に近接し，東北隅を残すのみでA区 6 号住居

跡と同様に遺存度はきわめて悪い。壁の現在高は平均 8cmて事隅は直角に曲る。床面はソフ

トローム面を削平して構築されており P 1 の南側に，暗褐色土をわずかに混えるソフト

ローム土を埋め戻したつき固め部が見られ，緊級である。柱穴は東北隅に口径51 cm ， 深さ

72cmの主住が l 本検出された。

A区 7 号住居跡出土遺物

調査開始時に床面の一部がすでに露出している状態であり，出土遺物はすべて覆土下層

~床直上である。 1 は床面よりの出土でう 2 および 3 はいずれも 4 ，-..;， 5cm浮いた状態で出

ニヒした。
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第 15図 A区 7 号住居跡出土遺物実測図

(7) A区 8 号住居跡〔第16図・第17図〉

A区 6 号住居跡Jv、よびA区 7 号住居跡の東 4 mlこ位置しう A区 1 号特殊遺構に西南隅を

切られている。東南隅は悪水滴の導水路により溝状に切られており，住居北半は削土によ

り失なわれ，さらに性格不明の土壌 2 基に切られている。住居は口一ム層を初!り込んで織

築され，東西軸長6.25m ， 壁の現在高は東壁で'25 Cl11 ， 市壁で 16cm ， 西壁で 26cmて。ある。各

壁は直線的で立ち上りは垂直に近く，東南隅は直角に曲る。周溝は幅10~16cJJIで、壁下に全

周する。深さは最深部 14 Cl11 ， 最浅部 4 Cl11で底而の凹凸が大きくう全体的に浅めのU字溝で

ある。柱穴は南壁中央部に 1 本杉ミ出した。出入口に関連すると忠われる口径50 Cl1I の円形

で，深さは 16 Cl11 と浅い。主柱穴は精査にもかかわらず検出されなかった。東南隅において

床面埋戻し土を排除した際，深さ 10 Cl1l の不整円形の粗い掘り込みがみられたが，東南隅の

埋戻しが厚さ 3 ~10cmであるので，柱穴と断定することはできなかった。

A区 8 号住居跡出土遺物

弥生式土器片 6 点を含む 100 点程で，大部分は覆土中~下層に位置する。床面出土の 1

を除いて，住居廃絶後に混入したものである。 2 は西壁下中央の周溝上に 8 Cl11浮いて出土

した。
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第16図 A区 8.号住居跡実測図
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第17図 A区 8 号住居跡出土遺物実測図

(8) A区 10号住居跡〔第18図・第19図〉

A区争号住居跡の東10m'~位置し?北半分を削土により失なれまた住居中央部を苧穴
により切られている。住居はハードローム層を1O~ 15cm掘り込んで構築され，東西軸長4.

95m ぅ壁の現在高は東壁で 16cm ， 南壁で26cm ， 西壁で 19cmて、ある。壁の遺存状態は良く 3

全体的に垂直に近い。周溝は幅18cm前後，深さ 8cm前後である。ハードローム層を掘り込

んでいるため溝底は凹凸が激しく，東南隅に向って溝底が低く傾斜し，西南隅と 12cmのレ

ベル差を持つ。柱穴は l 本検出された。床面はハードローム面に構築されているにも拘ず

23 



ぞぞ脆弱な床であった。床の構築はハードローム荒掘後 ， 2~6cmの厚さで暗褐色土を敷

いて水平構築している。所々に荒掘り凸部のハートロームが床面に顔を出している。隅付

近の床はきわめて脆弱で，黒色土主体のロームブロックを埋め戻している。

σ 

0 2m 
仁工コ

第18図 A区 10号住居跡実測図

1 

。 10cm h イ
第19凶 A区 10 号イヨコ居跡、出土遺物実測図
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(9) A区 11 号住居跡】(第20図・第21 図〕

北側半分を工事により削平されている。残った平面形もローム面に達する削土を受けた

ため遺存状態はきわめて悪い。露出面から数cmで床面に達したととろもあり，平面形の確

認のため，掘り方の面を追求した。主柱穴は 3 穴検出された。 1 穴は直径65cm ， 他の 2 穴

は60cm程の長円形である。深さは 3 穴とも 67~68cmで，均整な掘り込みを持つ。柱穴配列

は，住居跡の対角棋上に位置し，柱間寸法は2.80mで，炉辺面積は7.84nfである。壁は直

線的で，隅はかなり丸味を持つ。床面は軟弱で，調査に際し，平面形を追求するため 3 一

部床 Fまで掘り下げた。

A区 11 号住居跡出土遺物

ほとんどが床直上であるが，実測に価しない細片が多かった。床面より 2~3cm浮いた

状態であるので，との住居跡に伴うものではなく，廃絶後まもない混入品と考えられる。

A区 11 号住居跡出土土器表

草壁些喧主竺」苧形の特徴[整形の特徴|胎三 l 竺翌l戸一三
7.2 I平底からゆるぞかに立|ロクロにより整形され|徴砂粒を含

杯|一一 |ち上り口縁部となり小|底部は糸切りで切り離|む。 I茶褐色 |床面出土
| I .2.1 I形で浅わ。 I されている。

。
。

。/

第20図 A区 11号住居跡実測図
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A区 13号住居跡出土遺物実測図

第21 図

λyV 

本遺跡、の巾では比較的良い遺存状態を示す。布側は工事により削平されているが，他の

A区 12号住居跡(第22図・第21 図〕(10) 

3 辺は検出された。長軸6.25mx6.30m程で，壁は直線的で、隅の丸味は少ない。掘り込み

I-IJ 15 は垂直に近く，壁高の平均は45çmである。周溝は二|七・東・西壁にふ、いて確認された。

cmX深さ 12cmの規模でヲ溝底は比較的広い。柱穴は 4 本確認されぅ北側の 2 穴は直径62cm

~65α~ ，深さ 87cmてーあり，底面積は狭小で、ある。南側の 2 穴は直径50cm ， 深さ 85cm程で，

北側の 2 穴に較べて直径が小さい。柱問配列は住居跡各隅の対角線上にあり 3 柱問寸法は

3.10m ， 炉辺両積は 9.61 m2である。床面は全両にわたり堅紋で，良く踏みかためられてい

る。北東隅に貯蔵穴が検出された。長径70cm ， 短径65cmの長円形を呈し，底面は方形を呈

する。竃は東側の大半を後世の円形土i演に破壊されており，基底部・西側の裾の一部しか

検出されなかった。構築材は砂性白色粘土で p 遺存状態は風化作用と後陛の破壊によりさ

わめて悪い。

A区 12 号住居跡出土遺物

竃裾部より坪，長カメ等の資料を得た。床面・貯蔵穴内からの遺物は検出されなかっ

た。覆土中から多量の土器片を得たが，いずれも廃絶後の混入品でめろう。
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第22図 A区 12号住居跡実測図

(11) A区 14号住居跡

2m 
ゴ

平面形の遺存は北面部のみである。北西隅はヤヤ丸昧をもち，北壁・西壁とも直線的で

ある。壁高はわずかで12~ 3cm しか残っていない。床面は中央部の一部に堅級な所がみら

れるが，周辺部を含めて既して軟弱である。北西部に70cmx 60cm ， 深さ 40cmの楕円形の貯

蔵穴様の土墳を検出した。北壁東端付近に粘土塊，焼土塊の散乱(工事による〉がみられ

るが，竃東裾部と推定される浅い掘り込み，j，よび基底構築材の黄褐色の砂性粘土層を検

出した。床面とほぼ同レベルに火床を持つ竃跡と推定した。

A区 14号出土遺物

出土土器破片数21片で，一部において床面に達する擾乱を受けたため，経営時期を同定

する資料に乏しいが，竃東裾基部に密着して01 ， 02 ， 03 を得た。

(ロ:) 'B区 l 号住居跡(第23図〉

A区と B区の境界とした生活道の東に位置する。平面形は王事により南・北壁を失な

い，また壁高の多〈をも失なう。西北隅は丸味が弱く，東・西壁も直線的てーある。壁高は

20cm~ 3 cmで，東西巾は 5m90cm~ 6 mてーある。床面は軟弱であるが，炉辺では一部堅議致

である。住穴は対角線様に 4 本ある。柱間寸法は 3 m~ 3m 15cmにおさまり，炉辺面積は
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約9.20nlである。以上の柱穴配列から平面形は，一辺の壁長5.85mの正方形と推定する。

B区 l 号住居跡出土遺物

覆土平均約12Clllで， 44片の土器細片が出土した。器形の特徴を図示するに価するものは

なく形式の卓越性もみられない。遺物の全ては住居廃絶後の混入品とみられよう。
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第23区I B区 l 号住居跡実測図

ω:) B 区 2 号住居跡(第24図・第25図・第26図〉

4 号住居の東隣に位置し 5 号B住居跡， 5 号C住居跡・ 4 号住居跡と重複している。新

旧関係は， 5 号D住居跡の上に 5 号B住居跡が床を作っている乙とから 5 号D住居跡が古

い。 4 号住居跡は 5 号D住居跡の上に床を作っているので新しい。 5 号C住居跡との関係

は 5 号B住居跡がその後に作られた為不明である。プランは工事により北側を大きく失っ

ているので南東コーナー及び南西コーナー，南壁を検出したにすぎない。南壁の長さは

5..3 mを測る。壁の現在高は南壁で54CJ11 ， 東壁15cm ，西壁15Clllで、ある。東西の壁は 5 号B

住居跡， 4 号住居跡にそれぞれ切られている。床は比較的平坦であるが踏み固めは見られ

ない。周溝は認められない。柱穴は南東コーナーに直径50 Clll深さ 35 Clllの大きめなものが一

本検出された。竃は発見されなかった。
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(29頁からの続き〉

頭は球部体がぞ号ぞす外反し胴部頭部都い向キををを施施横後のを，横方細にしし!置底方向かてて向に害いいい冶事細か〈悼l 平少桓b計砂~ をる。 ミガ には不粒むを 含
定方 へラミ

10.9 ガキ モ。外 暗褐色ー底部にス
5 土ä I 12.9 面を頚行 向I: -J-にずミ 部黒色 ス付着

ガキ る。底

施部はさ横れ方てい向のる。ミガキが I 

口縁部が内反し稜をも 内面口縁部横体方部向のへ微ーな砂土に粒含みを均
てコ。

ラミガキを 行方部方を1 底射い施向は部の績状し 密ー 1 1. 3 
は底部を中心に

6 杯一一 …ミ吋 黒色焼成良好
3.9推定 外面口縁部は削を横体りヘラミガキ

I I 
方向のへラ自 を
て1> る。

口縁部が内反し稜をも 内面口縁部横行方い向のへ 砂など粒合土ほとんイコ。 ラミガキを ，底部 まず密
11.8 はうづまき状のへラミ 焼成良好

7 珂= ガキを行方部い，外面口縁 褐色 一部カマ
4 目 4 部は横底り 施向は横のし へラミガ f 

イ 7' レ

キを 方向のへ
噌f

ラ自U を てし三る。

1 1| l口縁認が慨し稜をも I内閣を叩口問，外幅而方向のナ醐合はほと | つ。 デ はへラ削んどまず
11.4 りの後 ラミガキ密な土 焼成良好

を行i部向長い 口縁郡のを鏡行後 黒色一部カマイフ8 杯一4一6 I 方のへラミガキ 黒褐色 レしてい
い部は叩
ー へラミガキを施し

, 1 1, ている。
丸底をで口縁部が内反し|内面口縁行部，横方向の砂粒をほと

稜 もつ。 ナデを い休縁施キにさ施状部細部しをし施体かかに!て横細いらし, 底んど含まず部にうづま か密な土
12.7推定 3へラミガ 底

9 土不 ι一 部は横方向 へ 淡黒色焼成良好
5.4 ラミガキを 1> 

る。外面口 方底
向部のナデを 体

方は面横し方て向のへラ削り
を いる。

あまり体部較ちにふくらみl丙面扇百向のヘフ削り I徴U世を均 伊
10 官五

ーの叩的斜吋「後に町一キ市町褐色閉じ
一一線的ド立上る。 を行い，外I屈は縦方向な土 部黒色 レをして
一一ー のぞぞ細かいへラ削り る

を施している。 1 1 >
口縁稜部がヤぞ長く外反内商口縁部は横施方し底向の
しをもっ。 へラミガキを 部

砂ん粒どをほと
合まず

14.6 には方尉キ官を霊の施細前しし雇かいへ密な土 焼一成部良好
11 杯

ラミガ てい 部淡褐色一 スス

5.0推定 る。外面口 底は横部方は 黒色 内外共付
向のナデを 着
ぞぞ粗いへラ削りを施
して1> る。

汗部がえみが少く直益汗l陣院暗同出ラ引Z検頭施都にぷ手府函は彼方向のへ徴砂粒を均的で大きく脚が長い. がは内き会面をき欄施はを細方ヘしか向てヲ く施しみ密に少な量土合
19.0 

にへラ

12 高珂= 3.8 1'> る。 淡褐色 焼成良好
17.7 削外り面の

ナデを施し，
方向にへラミガキ
して1> る。

脚からすぐに裾に広が 内面横方向を行のへフ削り 1卜l微み砂密に粒少な量土を均含
13 高珂=

る。 の後ナデ い，外面
淡褐色 焼成良好

は縦施方し向にへラミガキ I
を てし3 る。

14 [x~[ [i:*めのものであ|整腕し支脚一一る。 |砂密ん粒など合土加まずと|赤褐色 | 襲零... 
31 
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品一 B区 3 号A住居跡(第27図・第28図〉
4 号住居の寒隣に位置し 5 号B住居と重複している。フ"ランは北東コーナーと南東コー

ナー及び東壁，南，北壁の一部を確認したにすぎない。新旧関係は， 5 号B住居の上に床

がなかったととにより 5 号A住居の方が古い。壁の現在高は最高で東壁の 12cmで-ある。床

面は顕著な踏み固め部分はみられない。炭化物と焼土が無数に点在している所から火災に

よる消失家屋の様である。周溝はみられなかった。柱穴は南東コーナーから西に25mの南

壁付近に一本検出された。又，南東コーナーには直径80cmの貯蔵穴状のピットがあるが貯

蔵穴と断定しうる資料は得られなかった。深さは53cmて-ある。竃は発見されなかった。
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高程調器形|法量|器形の特徴)整形の特徴|胎 土|色調|備考 1
口縁部が「く」の字に|口縁部は内外共に横ナ|粗いμ粒を

1 19 . 1推定|外反し体部は口縁部よ|デを施し体部内面は斜|均一に含 1 ""'-1-' l- t11 
婆 I"O~=I り付張る。体部肘|横方向，外面は縦方向|む。 l褐色 |君王より!

|ぞ器厚を減ずる。 1のへラ削りを施してい I r..Lr~_， 
1 る。

2 [jl [14坐官富山富ffElH説話竺明152お君臨~jj~[ 監より|
l 1 - 1 ¥ ='"， 0 を施す。 1に針。 I'"'U 1 ~-L_ 

113.1推定|器高は号く口縁部がな|口縁部内外共に横方向i微砂粒をわ
3 1r-|だらかい抗日。 lt諸需品開問主将ド褐判官より

|3_2推定る。 1土 1 . 

14.0推定[言号待許誠君主|品開将官民謡|軟性22|黒色伯|震土より
|杯|一一|ぃ。 1肉片横方向の ラ削り|密な土 !外共に黒|出土

| |を超している了 戸 |色加型)"1
高台が付いてゆるぞか[内外共に杯部を横方向|点点相い玉川 | 

|に刊が立ち上る。 l;;話ぷ1J?l在をお子かi淡灰色 lEより
いる。 1に含む。

高台が付いてゆるぞかl 内「信長f1:f別立横方向のへ|微砂づ位をわ
に杯部が立ち上る。 1 ラミガキ，底部は横方|ずかに含む1 ，"c -.r--tH .1 府間i

lftE需品;1密な土 l篠宮~I >~聖子|
デを施している。

晴台沖2付いて杯部に劃内外共にロクロによる|微砂粒を合
いをも ":)0 走行痕である。 Iむ。 I濃灰色

脚の裾部に稜を持つ。|内外面共に脚上半を積|ぞぞ粗い酬
方向にへラ削り，下明粒を均一同
を横方向にナデを克司含む。 叶茶褐色
ている。 I

l太めのぞぞ不整形の円l縦方向のへラ削りを施|ぞや粗い砂
6.1 I柱状を呈する。 I している。 I粒を均一に|淡茶色 | 

|含む。
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第28図 B区 3 号 A住居跡実測図

似). B区 3 号B住居跡(第29図〕

4 号住居跡の東隣に位置し， 5 号A住居跡 5 号C住居跡 5 号D住居跡と重俊じてい

る。新日関係は 5 号A住居跡の床を 5 号B住居跡が切っているので 5 号A住居跡、よりは新

しい。 5 号 C住居跡の上に床を作っている事より C住居跡よりも新しい。 D住居跡とは床

のレベルがほぼ同じであるが住居跡内のセクションから D住居跡を切っている乙とが判

る。つまり D住居跡よりも新しいというととで 5 号住居跡の中で一番新しい住居跡であ

る。工事により北半分を失っている。プランは南壁及び南東コーナー，南西コーナーを確

認したにすぎない。 i有壁は 5.4 m を測る。壁はしっかりとしており比較的に鋭く立ち上っ

ている。現在高は，約40cmて叩ある。床面は比較的踏み固められており平坦である。周溝は

認められない。柱穴は南東コーナーに一本検出された。南西コーナー付近に直径40cm深さ

33cmの大きな柱穴が一本検出されている。音量は発見されなかった。
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(15) B区 4 号住居跡(第30図・第31 図〉

(4)号住居跡の東隣に位置し， 5 号B住居跡及び 5 号D住居跡と重複している。新旧関係

は 5 号B住居跡が 5 号C住居跡の上に床を作っているととから 5 号C住居跡が古い。 5 号

D住居跡との関係は床面が同じレベ J!.-'の為と新しい 5 号B住居跡が作られた為に不明であ

る。工事により北側のほとんどを失っている。プランは南東コーナーと南西コーナー及び

南壁を確認したにすぎない。南壁は 3.5 mを測る。壁の現在高は最高 9cmである。床面は

西にわづかに傾斜している。踏み固めは認められない。周溝は南西コーナー及び南壁の中

央の一部に見られる。柱穴は検出されなかった。竃も発見されなかった。南東コーナーか

ら北へ 1mの，所に 5 号C住居跡より新しい土壌に切られている。
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{瑚 B区 5 号住居跡(第32図・第33図〉

2 号住居跡の東に 5 号D住居跡と重複している。南には別の 4 号住居跡より新しい竃が

のっている。プランは工事と 5 号D住居跡により北東コーナーを失い又，南西コーナーも

失っている。確認されはものは北西コーナーと西壁の大部分，南東コーナーと東壁の約半

分である。乙れらの事から東西5.6m ， 南北4 .7 mの住居跡と想定される。壁の現在高は35

cm~40cmでほぼ均一な高さを示している。壁の立ち上がりは鋭い立ち上がりを示してい

る。周溝は認められなかった。村:穴は主柱穴が 4 本と他に中央及び西壁寄りに 2 本検出さ

れた。北西の 2 本の主柱穴は抜き変えられて 2 本になっていると考えられる。床面は，ほ

ぼ全面的に踏み固めの良好な床が広がっている。竃は北壁の中央部に築かれているがほと

んどが工事により失なわれていた。南東コーナーに貯蔵穴状の70cmx 1 mの方形のプラン

が検出されたが貯蔵穴と断言しうる資料は得られなかった。

。 2m 

第32図 B区 5 号住居跡実測図
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B区 5-A 号住居跡出土土器表

障害[器形|法量(器形の特jl竺Y 竺-t色 11tT 哩竺|竺三
|口縁部が大きく外反し|口縁部に棒状浮文を付|微砂粒を合

24.0推定|復合口縁である。 1け櫛目の押型文があ|む。
饗| 一一 1- るご口縁部内面は細か

いへラミガキを外@は
赤褐色 1 需王より

ハケ目が施されている
一一 |体部のふくらみが少、器面が荒れあまり判ら|やぞ粗い砂占ヲ?附

2 判ご二|ぃ。 院前rrラ削除を針。|淡茶色 |ι 四
脚が長く杯部が外反しl杯部内面は横方向のへ|粗い砂粒と

lA 1 1比較的直線的に聞く。|ラ削りを施し外国は横|微砂粧を含
3 高同三二方向のナデを施してい|む。 1茶褐色 |カマド脇

_1 る。脚は縦方向のへラ l7G" r，，" u 1 出土
ミガキを内聞はへラで
えぐり取っている。

IJL底で体部の上でわず|口縁部は内外共に横ナドヤぞ粗い砂
14.4 怖にくびれ口縁部とな|デを行い，内 I直は体， 1;位をわずかム-:'7 l' 防

4 杯! 一一一 位，口縁部は短く外反|底部に部分的にへラミド含む。 1淡茶色 lAよ?吻
すーる。 1 ガキを，外国体部は横

方向にへラ削りを施す
113.2推定|口縁吉l はほぼ!直立し稜|口縁部は内外共に横方|ヤヤ粗い砂 1 1I2!: _:L 1- /, 

-/5�:: I~~ ~/CI ;;~Ir.~ ri~，i::;: l/ 'I~I;~I;;~';. r~frF~J#.R'l+~ I~'t ~;，;;:'}!7 IÆ::'6~ii:I 覆土より
5 1 町一|を持ち丸底である向のナデを体底部はへ!粒を含む。 1茶褐色 |出土

I 6.7推定ラ削りを施している。

/*1旧l辺川2 | 仲 l~k~r.- J._ '~;'=1D' lx" ，Bå. 覆覆覆一士ナナ白よ り杯 1. -. !iははま dぞPや外反する 向のナデを体，底部はi粒粒を合む o 1晴赤:潟F淘島色 | ! 

6.2推定! 。 へラ削りを施しているc.... r::l U 0 IljJ'T1h-JU 出土

7 I~ 1ヨ弔問屋市司諸官官属官官一;lL云
1 ~I' 6.6推定内外共にへラì~1jりを加内而黒色|出土

I ~. ~-J JLJ'L I してしコる。

|高台をもちゆるやかに阿部内聞はログロによ|やヤ粗い砂
16.6 1立ち上り口縁部はわず|る走行痕があり，内凶|粒を合む。覆土より

杯 1 - 1かに外反する。 1は横方向にへラミガキ淡茶色 |出土，へ
7.0 1 を施し高台部は積方向ラ切り

にナデを施している。

高台をもちゆるぞかに|杯部内聞は横方向にへ|微必粒を合
立ち k る。 I ラミガキを外市はログ|む。

杯 1 _ I-J
1-餃 CL. .", 0 ロによる走行痕があ| 阿茶色 lEより

る。高台部は横方向に
ナテ"を施している o I 

l非常に小さな不整形の|ロクロによる走行痕が|ぞや粗い砂|

10 肌|ど|浅い肌である。 I内担民ιFTは柱時Ùo 濃灰色 ~I 覆土より
2.2 1 証明として用いた GI 卜部黒色|出土

しく内面が焼けている

仏7) B区 6 ..，子住居跡(負'j341iIl ・第35図〉

2 号住居跡の東に 3 号A住居と重複している。 3 号A住居跡をほぼ埋めた後にローム Y

H ックを敷きつめている。プランは工事により北東コーナーと南半分を失っている。確認

されたものはう北西コーナーと東屋にすぎない。これにより東西の規模を;推定すると 8.3

m となり，かなり大形の住居跡となる。壁は北西コーナーで 10cm ， 東壁で 15cmの現在高で、

ある。西壁は，土墳ぞピットによりかなり乱れている。周溝はみられなかった。柱穴は 5

本検出された。直径40cm~50cmの深さ 1m前‘後の大きなものが 4 本 ， 35cm山方の深さ 1m

のものが l 本である。柱穴配置の計画性は看取されなかった。床面は 3 号A住居跡を埋め

でほぼ平坦に築かれている。踏み固めはほとんど見られず軟弱である。竃は工事により破

壊されたものと考えられる。
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第34図 B 区 6 号住居跡実測図

在日) B区 7 号住居跡(第37図・第36図〉

「主居跡、の南北を工事で失なってÍ:Jり，覆土の大部分もそコはり工事により失なわれてい

る。掘り込みから床面までの距離は東側で 12cm ， 同側で 5~7cm程しか残っていない。柱

穴は 4 穴確認され，住居跡の対角線上にあるが‘北東柱穴のみ中心から東へ 17cm片寄って

いる。 4 穴とも直径45cm深さ 60~65cmである。柱間面積は均整で3.25m ， 戸辺面積は 10.5

6nl と比較的規模の大きい住居跡である。

B区 7 号1'l:居跡出土遺物

工事用重機械による撹乱のため，出土遺物のほとんどは原位置を保っていない。住居跡

の経営時期を同定するのは困難で、あるが，平面形の構造からみて鬼高 1 期のものと推定さ

れる。
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B区 7 号住居跡出土土器表

『法 量|器形の特徴|整形の特徴|胎 土(色調|備考
l底部が比較的小さく立|内外排荒…削恒常到 l h ドよ

lを施している。 一 制
1 円 り出土

厚く一定した器厚の底i ログロにより整形され|粗い制粧を

2 iii?813??;!?? りが行なわれてい12?かに含|茶褐色 lEより
ち上り直線的に口縁部

l になる。
I 13.4 I立ち上り部分が特に厚|ロタロにより整形され|粗い砂粒を占マピト

一三J土|ユ~Jぷ自議出向|β?竺Lたと忠わ|針。 間色J ~~主
4 1 則二院設ちゆるぞかに|諸問芳吟宍|舎砂粒を合|淡茶色 ;..1 覆土よりI ~I' I 一一 !--.lL. ':.) __L. '0) 0 施している。 、 IU 0 内面黒色|出土

l 引三|高台を持問刊にI~伝子より都品|村粗叫品 lF立ち上る。 r~ ，;~ ~~ : 'JJJ' I |粒を含む。|恒 U 

1,-1 =-1ミニー土器 |器面地不問る|粗い蹴を|一ー が脚の内面をへラ削り多量に合淡茶色
←ーー している。 む。

主主長室;シ ノ人
6 

1 
』と二ヨヲ玄二

主主ヨ B区 9号住居跡出土遺物

2 

q 

10cm 

3 

第36図 B 区 7 号住居跡およびB区 9 号住居跡出土遺物実測図
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第37図 B区 7 号住居跡実測図

(19) B区 8 号住居跡

7 号{l二居i朗、の北に位置する。南壁から最大 1mほど床を残すのみである。その南壁も 4

つの土験と重復している。東側は 10号住居跡と重複しているが 10cmほど壁を残している。

新!日関係は 9 号住居跡の上に床がなかったことにより 10号住居跡の方が古い。壁は南壁で

40c.lfて、ある。床nlìは顕著な踏み固め部分はみられない。)苛溝 3 柱穴，音量は発見されなかっ

。だ

(お) B 区 9 号住居跡

1 号住居跡の束に位置し 2 号A住居跡と重複している。 2 号A住居跡の上に 2 号B住竃

が検出された。したがって新旧関係は 2 号B住居が新しい。プランは南半分をエ事により

失つでいるので東西の壁を検出したにすぎない。この壁から東西 2.9 mの規模になると考

えられる。壁は工事により削平され現在高は最高 5 cm ， 最低 lcmである。竃は北壁中央と

忠われる所に構築されている。大きく削平され主体部は遺在していない。床面は軟弱であ

る。
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帥 B区 10号住居跡〈第38図〉

5 号住居跡の東に位置する。工事により南西コーナーを中心に半分ほど失っている。プ

ランは北西コーナー，北東コーナー北壁，東壁の大部分を確認したので東西 5.2 mの規模

を有する住居跡である。壁はしっかりしており現在高は北西コーナーで38 c7il ， 東壁で26clII

である。床面は平坦で一面に踏み固めが見られる。周溝は北壁に見られる。幅15 CJ/1深さ 20

mで、ある。柱穴は 4 本発見された。竃は東壁の南東コーナー寄りに築かれていたがきわめ

て遺在状態が悪い。

B区 10号住居跡出土土器表

一
色
?
一

h
り

h
リ

h
り

h
り

h
り

h
リ

h
リ

一
二
一
ト
品
ト
品
レ
品
ト
品
ト

i
R

ト
品
ト
品

一
一
土
土
土
土
士
土
土
土
土
土
土
士
土
士

一
備
一
覆
出
覆
出
覆
出
覆
出
覆
出
覆
出
覆
出

一
一
一
色
一

一
調
一
一
一

一
一
色
色
色
一
褐
一
色
一
色
色

一
一
褐
褐
禍
一
茶

J

一

一
色
一
黒
黄
黒
一
淡
赤
一
樹
如
何

司
宮
微
く
1
l

創
I
l
i
-
-

一
わ
角l
l
E
旬
l

創
!
l
l

司
l
-
|

吾

1
1
1
1

一
ー
コ
一
粒
に
多
を
一
を
こ
一
粒
に
多
を
一
を
否

一
一
砂
か
を
。
粒
一
粒
パ
一
砂
か
を

o

粒
一
粒
荘

一
ム
口
一
い
ず
社
む
砂
。
一
磁
カ
。
一
い
ず
粒
む
到
。
一
砂
。
盃

)
i

日
川l画
ゆ
砂
恰
|
晴

b
i
-
-
l
l瀬
げ
胎
|
|
直
肋
脳
性l
i
-
-畑
出
トi
!
幅
b
l
l
嘱
b
i
1
l
i
-


一
一
い
こ
7

縁
行
て
が
し
一
に
'
向
下
外
り
一
に
縦
施
へ
る
一
削
向
'
向
方
て
一
方
部
明
削
る
工
縁
デ
百
縁
わ
体
ガ
に
見

一
徴
五
き
へ
口
を
い
向
施
一
共
し
方
の
'
削
一
向
に
を
の
い

τ
7方
し
方
横
し
一
横
体
不
-
7
れ
落
口
ナ
ナ
か
口
が
商
工
部
が

←
一
ま
が
の
面
デ
が
方
を
一
外
施
横
そ
い
ラ
一
方
部
キ
向
て
一
へ
定
施
横
は
施
一
に
'
て
へ
ら
萄
面
の
刊
に
デ
内
ラ
体
り

一
特
一
と
み
向
外
ナ
み
縦
キ
一
内
を
を
'
行
へ
。
一
横
体
ガ
方
し
横
杓
創
出
削
剖
扇
し
レ
に
見
一
山
内
町
町
ー
で
到
十

J
~
町
削

一
円
ノ
一
は
ラ
方
'
の
に
は
ガ
一
を
デ
下
キ
を
に
る
一
を
o
ミ
横
施
両
は
キ
部
体
り
一
外
施
落
面
に
面
が
方
。
頁
外
の
れ
に
外
ラ
'

一
図
面
へ
横
し
向
的
部
、
、
、
一
半
ナ
の
ガ
り
向
い
一
部
い
ラ
は
を
面
部
ガ
縁
'
削
丙
を
剥
内
か
語
る
横
る
瓦
内
向
ら
状
'
へ

i

-
形
一
内
の
を
施
方
分
体
ラ
o
一
上
に
そ
4

削
方
て
一
縁
行
へ
面
キ
嘱
今
、
旧
写
店
主
が
ず
王
渇
部
れ
帝
人
坊
見
謝
ル
?

一
一
部
向
部
を
横
部
o
へ
る
一
部
向
は
ラ
ラ
縦
し
一
口
を
の
外
ガ
両
'
ラ
の
デ
へ
。
蔀
ナ
一
団
る
わ
真
で
一
前
引
横
占
放
施
げ
か
る

一
整
一
縁
方
底
り
は
'
る
く
い
議
方
面
へ
へ
は
施
盲
デ
向
、
、
、
空
へ
一
堂

Z

習
す
が
な
じ
即
売
出

E
C

一
一
口
横
体
削
部
い
い
多
て
同
院
内
ル
色
面
室
内
ナ
方

1ぃ
-
7
f
m
h
b

刑
P
即
い
い
可
即
闘
で
り
而
利
蜘
利
一
駒
恥
間
切
抑
制
か
け
別

←
一
に
持
一
る
一
反
つ
一
の
持
語
持
一
部
友
な

一
徴
一
字
を
一
す
。
一
外
持
諺
を
平
吉
一
体
育
に

一
一
部
一
反
る
一
に
瓦
使
寝
町
一
石
桁

j

一
特
一
」
体
一
外
あ
一
か
を
百
積
百
部
一

L
O
R
湖

j

一
て
の
一
こ
で
一
ず
部
。
玉
川
正
体

i

一
立
る
事
球

一
一
三
一
一
〉
三
つ
む

ν

一
一
円
七

一
一
「
彰
宇
部
一
わ
体
つ

E
h

置
の
一
直
な
石
は

一
形
一
が
酌
一
の
縁
一
は
の
持
正
持

3

布
祢
一
は
に
応
訓

一
一
し
了
口
一
部
形
を
面
歩
み

ι

蔀
球
一
部
状
面
体

一
器
謀
反
。
て
い
-
縁
球
稜
縁
部
〉

J
議
'
o
j

一
縁
球
語
，
。

一
一
口
外
つ
下
厚
百
し
〔
百
街
、
つ
，
一
同
ー
ち
叫
一
口
は
司
し
ふ

一
量
一
8
9
2

一
5
二
一

5
4
7

一
:
l

一
5
1
院
f

二
一
一

一
法
一
f

一
日
一
一
一21

一
比
二
江
川
口
二
一
二

一
耕
一
配
一
匹
|
配
|
十
「
!
町
|
和
杯
ー
っ
l

引
|

号
号
一
-
一
一

i
1

番
番
一
・
一
一
ー

物
版
一

1

一
一

i
r
d
j

遺
図
一
一
一
一
、

45 

¥ 



, , , 

I 

2 

第38図 B区 10号。:居跡出土・遺物実測図
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倒 B区 11 -~子1 1::居!跡

B 区 2 号土墳と B区 3 号土墳に西側を切られている。壁は直線的であり， fig北隅は I直角

にまがる。壁高は 10cm~ 6 cm。西壁中央部は不明瞭であるがう土墳の掘り込みは部に

崩壊と推定される部分がある。東西巾は 8 m35cmの大形住居でう本遺跡中最大の計測値で

ある。壁高はなくとの時期(鬼高期〕の壁溝の付設がかなり一般的であることを考える

と，特異な例となろう。柱穴は 7 穴確認した。直径は50cm~55cm深さは70cm~75cmである

が，底径は開口部に比して大きい。またP7のみは深さ 40CJJlで覆土中の情況から他の 6 穴と

兵なり Pa と対応する別遺構のものと推定される。床面は全体に軟弱であり， B区 3 号

B住居跡の土に明瞭なロームプロックによる貼床がみられた。住穴の配列状態は不明瞭で

あるが， Pl~P3を主柱とした場合の炉辺面積は 18.4nf となる。

倒 B区 12 号住居跡(第39図・第40図・第41 図〉

B区の東端に位置し，丘陵南端に近く遺構確認面は現水田面より低い。

平面形は北辺が他の 3 辺にくらべ70cm短かく梯形を呈する。各辺は直線的で掘り込みは

垂直に近い。柱穴は 4 穴検出した。北側の 2 穴は直径50cmの円形で直径は50cmで，深さは

60~70cmていある。北側の 2 穴は直径40cm ， 深さ 50cm55cmである。柱穴は住居跡の対角線に

あるがP3は対角線より 20cm東側に寄る。

柱間寸法は東が2.9m ， 西2.9m ， 南2.9m ， 北2.75mで、炉辺面積は 8.41 rlfである。南側

隅に貯蔵穴と思われるピットがある。平面形は1. 4 mxO.8mで，深さ 0.7rlfの長円形を呈

し底雨は方形である。床面は堅徹である。

カマドの構造

北壁中央部にあり，全体に風化し遺存度は悪い。砂質粘土で構築されているが，不純物

が多い。
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B区 12号住居跡出土遺物実測図-1第40図
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第41 図 B 区 12号住居跡出土遺物実測図 2 
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第 4 章結 び

(1)弥生時代

本遺跡より確認された弥生時代の遺構跡はすべて後期に位置づけられる竪穴住居跡であ

り，その数は 3 軒である。したがってこれらの住居跡は，比較的埋没の進まない短期間

にう継続的に営なま礼たものと治奈される。出土した弥生式土器については，すでに考察

を JJII えたが，当遺跡に.:f.:;いては，北・西側の台地縁辺にも遺構の存在が充分考えられるた

め，集落構成の解明等については後日の調査を待つべきである。

(2) 古墳時代

弥生時代終末期からの移行期ののち，装飾された土器を全く含まない土器セットからな

る古式土師器として間違いない段階が続く。五領期の段階で，それは大略 2 時期に分れそ

うである。先の移行期の扱い方によって，当遺跡に.:f.:;、ける土器は 2 期ないしは 3 ~切に分類

されるととになる。次いで和泉式の段階となるが，五領期の土器ととの時期の土器，そし

てそれぞれを使用していた住居跡の峻別は比較的容易である。和泉期の{l:居跡はかなりの

数にのぼる。 ζ ののち当然鬼高期のíl:居跡が後を継ぐわけであるが，検出された 3 軒の鬼

高期住居跡は，鬼高期もかなり進展した時期に営なまれたらしく，和泉期以降のある期間

住居経営の空白期聞が現出したらしい。鬼高期住居跡は，調査区以北に展開していたと考

えられる該期の集落跡の "1" で，最も縁辺部に所在していたものである。隣接古墳群の造営

以降，発掘区域内がもはペマ，一般の集落立地として開放されることはなかったことが理解

できるであろう。

(3) 長堤遺跡発掘の意義

長堤遺跡は益子f!lJ 西南部を貫流する小貝川とその支流であるぐみ川によって開析され

た，標高30m前後の洪積台地に占地する遺跡である。この台地が古くから生活の舞台とし

て利用されてきたことは，本調査に先行して.:f.:;こなわれた分布調査等によっても明白であ

る。付近に展開する柳久保弥生遺跡，山本山弥生遺跡，ケカチ古墳時代集落跡など弥生時

代~奈良時代の遺跡の存在がそれを示している。したがって，との広領域にあ、ける詰遺跡

がどのような有機的関連のもとに旅史的変遷をとげているかの実態は今後の課題であろ
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う。また今回の調査が長堤台地の先端部を横断する県道敷地内という小地域に限定されて

いるだけに，早急な結論を出すのは困難であり，むしろ慎しむべきである。

本遺跡において検出された住居跡は，計25軒ーである。弥生時代の住居はこのうち 3 軒

で，いずれも沖積地にのぞむ台地縁辺に集中している。

住居跡の形成過程については，乙れを 7 時期に区分した。すなわち，弥生時代〔弥生時

代後期) ，古墳時代第 1 期・古(弥生時代終末期) ，第 l 期・新(五領期の初現期) ，第

2 期(五領期の盛期) ，第 3 期(五領期の終末期) ，第 4 期〔和泉期) ，第 5 期(鬼高期〉

である。この時代区分は，必ずしも明確な意味・内容をもって画期的に峻別されるもの‘の

みではなく，各期内にも複雑な内容を内包している。例えば弥生時代に.B、ける縄文と櫛描

沈線文を標式とする，いわゆる北関東系土器(従来長岡式と総称され，近年では各遺跡例

で再検討の提示がなされている〉を伴出する住居跡の存在，住居跡プランの差異などから

見て，少なくとも 2 段階に細分できること。また古墳時代 1 期(古〕に設定した理由の l

つでもあるが，いわゆる土師器として総括しうる土器群斗I に， s 字状結節文その他装飾化

の傾向のみられる土器群が共伴する時期が認められるととなど，問題提起となろう。

調査区で検出された遺構が，前記した時代区分に従って，順次スムーズに形成されたも

のでないととは明白である。弥生時代にふ、ける 2 段階の住居跡群の形成，それは，北関東

系要素の多分に濃厚な文化的様相を含みながら，南関東的な独自の文化の展開を示してい

る段階であり，また古墳時代第 I 期(新〉以降はう S字状口縁カメ形土器に標徴される東

海系文化の波及に乙の遺跡が全面的に覆われていく過程を示していると思われる。五領期

の盛期と仮定した第 2 期は，本遺跡の「ドで最大の時間 rfJ を示す時期で， 18軒に及ぶ住居跡

が成形されている。乙のととは，この時期における集溶規模の急激な増大という乙とでは

なく，時間巾からみてお数軒ずつの成立の総和として把えるべきであろう。

ただ，乙の時期に特記すべきこととして，形態・文様・成形技法について特徴ある土器

が出土している。

五領期終末の第 3 期から第 4 期(和泉期〉にかけて集格形成の欠落期がある。干n泉期の

住居跡は 7 軒あるが，土器の示す様相は?和泉期のうち新しい形態を示すものであり，と

りわけ B区 12号住居跡は，そのうち最も新しい時期のものである。

このことは 2 つの問題を提起している。第 l はこの台地上にあ、いて急激に集落が形成さ

れたととであり 3 ケカチ遺跡の出現の契機と無関係ではなく，第 2 に和泉式土器と柳久保

遺跡との編年的位置からくる違和感である。

その後第 5 期とした鬼高期に至るまで，調査区において住居跡は検出されなかった。乙

こに第 2 の欠落期がある。乙の理由としては，隣接古墳群の墓域設定に伴う，他地域への

集落の移動と考えられる。
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以上が，調査の成果を踏まえた長堤遺跡の概観であるが，最後にい 2 特記したいこと

がある。その l つは前述した B区 12号住居跡出土の銅銭安である。本県における住居跡出土

の例は多いものではないが，最近の調査に才dいて類例の増加がみられる。次に記すべき乙

とは本遺跡出土の縄文式土器であろう。これらの土器は住居跡覆土内への混入といった形
¥ 

態で検出されている。 井草 1 式から花輪合式に至る撚糸文系の土器群が検出されたこと，

また，わずか 1 片であるが，東北地方に限定して分布する重層山形押型文を有する土器片

を検出したことであろう。乙れらは当該地域をめぐる縄文早期前半の土器文化の様相が不

明確な現状にbいて，すぐれた資料が提示されたものとして把えるべきである。
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A 区 l 号住居跡



図版 3 

A 区 2

AlZZ3 



図販 4 

A 区 3 号住居出土遺物

A 区 4 号住居跡
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A 区 5 号住居跡
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A 区 7 号住居跡
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A 区 9 号住居跡

A 医10号住居跡
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A 区10号住居跡炉

A 区11号住活跡
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A 区12号住居跡

A 区13号住居跡
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図版 11 

日区 5 号住居跡

B lK 7 号住居跡



図版 12 

お区 4 号住居跡
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B 区 5 号住屠跡

B 区 6 号住居跡
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B 区 7 号住居跡

B 区 8
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B 区 9

B 区 9 号住居跡出土遺物
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A 区土墳群
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A 区 2
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B 区 2

出土遺物



国版 20 

出土遺物
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遺物出土状況
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遺跡東側
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